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１．自動車総連の紹介

■自動車のメーカー、部品製造、販売（ディー
ラー）、輸送、その他の企業を組織

■組合数 １，２１４

■組合員数 ７０万人

■加盟組合の７５％は３００人未満の中小企業



２．企業内教育の実際

■ものづくりの競争力の源泉は「人」

■労働の質を上げるため教育は重視

■社内教育はOJTが中心

■技能・技術・専門知識・マネジメント能力を高
めるため、資格・職位・時に希望に応じ、

OFF-JT
■社内でOFF-JTが整備されているのは大手の
み。中小は、OJTがほとんどだが「地域共同

研修センターの設置」などを模索



３．企業内教育制度の変化

全員一律型

新入社員教育

＋

昇進・昇格時集合教育

ゼネラリストの養成

対象を層別

職種・仕事等級にリンク

必要な専門技能・知識

プロ人材の育成

これまで 近 年

■背景には、右肩上がりの停止（成熟化）、競争激化、

雇用の流動化



４．人事制度の変化

■年功序例賃金制度は終焉。日本型成果主義賃金制度へ

■属人的賃金から仕事役割賃金へ(プロ人材ニーズ）

年功序列賃金 職能資格賃金 日本型仕事賃金

多様な人材均質な人材 創造型人材

（リスクへの挑戦）



５．新しい時代に対応する社内教育制度ー(1)

拡大する生産への対応

効率的な生産体制

組織の拡大への対応

基本技能＋管理監督

ノウハウ

成熟市場・グローバル化

柔軟な生産体制

海外支援

少数精鋭化

専門知識＋指導力

生産技術＋ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力

バブル期まで バブル期以降

■技能職種の人材育成

■技能職種のホワイトカラー化



６．新しい時代に対応する社内教育制度ー(2)

拡大する組織

増加する業務

視野の広いゼネラリスト

職位にふさわしい 知識

マネジメント

グローバルな事業展開

創造的事業開拓

企業の社会的責任

高度な専門能力と世界的視野を
備えた人材

高度な専門知識

世界に通用するマネジメント力

バブル期まで バブル期以降

■事務技術職種の人材育成

■早期選抜、プロ人材の育成

のマネジメント



７．技能職種の教育実際例（製造ﾒｰｶｰA社の例)
■OJT
身につける内容

①多技能

②効率良い生産体制を組む力、

標準化する力

③設備の基礎知識

④品質・原価・安全・環境に関する知識

⑤問題解決能力

⑥未経験者への指導力

生産性向上、原価低減、品質向上を成し遂げる

⑦技術分野まで入り込んだ専門知識

海外支援・チームワーク

⑧多数のショップを支援できる技能・語学力

上位等級

・新規課題提起、関係部署との調整

・高技能の発揮

プロジェクトの推進

・技能の幅・深みを修得

変化や異常への対応

再発防止力

・専門技能・知識の習得による異常対応力

・異常の発見や危険予知、上司への報告

・決められたルールはきちんと守り、

仕事をこなす

B級

C級

下位等級



８．技能職種の教育実際例

▼OFF-JT-①昇格前教育

・技能職種においては、課長到達前に４～５
ランクの職層

・その間に昇格対象者に対し、一定人数ず
つ数日～１０日間程度ライン作業を外れて
教育

▼製造ﾒｰｶｰA社 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ前の例

１２日間（４月～７月、合宿）時間

社内、課長級講師

人事講話・ケーススタディ・問題解決実施内容

上位資格に向けた能力・考え方ねらい

１６０名（指名）規模

グループリーダー昇格候補対象

▼OFF-JT-②随時能力向上研修

（A社の事例 一部抜粋）

160ｈ英会話

１年○○技能塾

1-2年技能五輪

150ｈ自動車整備工

５日間油圧回路について油圧制御

４日間機械のメカニズムメカトロ制御

５日間モータの基礎

インバータ

モータ制御

４日間有接点回路の理解ｼｰｹﾝｽ回路

４日間Windows全般パソコン制御

５日間半導体素子

オシロスコープ

電子回路

３日間エンジン診断法エンジン制御



９．事務技術職種のキャリア開発ー自動車ﾒｰｶｰB社の事例

ＯＪＴのしくみ

・ＯＪＴは基本的に、当該部署の上司と部下の「双方向コミュニケーション」による。

・方法論として

①自らのキャリアは、自らで考え切り拓く

②現状の強み、弱みの把握

③中長期（３～５年）のキャリアビジョン作成

④能力開発計画に基く実践

・こうした点について

日常的に機会提供

・仕事

・トレーニング

(e - learning)

会社は

・ビジョン/ミッションの

実現を通じた貢献

・キャリアビジョンの実
現

本人は

双方向

コミュニケーション



１０．事務技術職種のキャリア開発

会社レベルのＯＦＦ－ＪＴ

・コンピテンシー

開発トレーニング

・専門スキルトレーニング
（語学、ＰＣ）

・キャリアデザイン研修

・チームビルディング

・企業間交流

・部下育成コーチ研修

・経営基礎講座

・コーチング研修

・ダイバシティ

マネジメント

・評価者研修

選択研修（随時）全員を対象（昇格
時）

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

（自動車メーカーＢ社の事例）

部門レベルのＯＦＦ－ＪＴ

（自動車メーカーＣ社経理部門の事例）

●職層別随時研修

○専門職後半期対象（１～２ヶ月）

・会計事務所

金融機関

・短期海外研修

・国内関係会社での研修

○上級専門職対象

・国内会計事務所・金融機関出向

・短期海外留学

・社外セミナー

・英検Ａ級取得の為の研修

など

（部門で企画）

での研修
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